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	第33節　震災対策に関する調査研究及び

観測
	　総務課


　地震による災害は、その災害事象が広範かつ複雑であり、震災対策の推進においては、様々な分野からの調査研究や観測を実施することが必要となる。

１　地震に関する情報の収集（総）

　　村内には、県による地震計が役場敷地内に設置され、村庁舎内で地震規模が掌握できるようになっている。

　　村は、今後とも、国、県が行う地質の調査、活断層の調査研究、観測施設の設置等に積極的に協力し、村内の地震に関する情報の収集・整理等を推進し、データの累積に努める。

　　また、地域の災害特性や災害危険性を科学的・総合的に把握するため、防災アセスメントの実施に努める。

	節
	節　　　　名
	風水害対策編参照ページ
	 eq \o\ad(各節の使用方法,　　　　　　　　　　)

	第34節
	観光地の災害予防計画
	128
	「第２編　風水害対策編」を使用し、本文中の次の表記を読み替えて使用する。

●「風水害」を「地震」及び「震災」に

●「風水害に対する安全性」を「耐震性」に
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